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【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会より研究委託を受けて実施されています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

総合探究の「ミニ探究ユニット」「探究を教育課程の支柱的
概念へ」、総則評価部会の「自己調整学習・方略」の導入

（次期学習指導要領改訂審議の経過）
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生活・総合的な学習・探究の時間ワーキンググループ
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『論点整理』（2025年9⽉25⽇）

を基盤として総合的な学習の質を高める
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『⽣活・総合WG（第2回）』（2025年11⽉10⽇）

の創設（案）
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の往還による課題の設定の仕方と

『⽣活・総合WG（第3回）』（2025年12⽉26⽇）
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『⽣活・総合WG（第3回）』（2025年12⽉26⽇）

によって深まる探究－各教科への拡充
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総則・評価特別部会
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• 主体的・対話的で深い学び（現行学習指導要領）

• 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実（令和の日
本型学校教育答申 [2021年1月26日]）

→サポートマガジン『みるみる』の発刊（2025.4）

主体的・対話的で深い学びを基礎として、個別最適な学び等を位置付ける

→「個に応じた指導」へ
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次期学習指導要領の基盤としての 『論点整理』（2025年9⽉25⽇）
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• 主体的・対話的で深い学び（現行学習指導要領）

• 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実（令和の日
本型学校教育答申 [2021年1月26日]）

→サポートマガジン『みるみる』の発刊（2025.4）

主体的・対話的で深い学びを基礎として、個別最適な学び等を位置付ける

→「個に応じた指導」へ

• 個別最適な学び：「指導の個別化」「学習の個性化」



『総則・評価特別部会（第3回）』（2025年12⽉15⽇）
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（案）
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溝上の所感
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• 『内外教育』＞総合探究の「ミニ探究ユニット」「探究を
教育課程の支柱的概念へ」

• 『教育PRO』＞総則評価部会の「自己調整学習・方略」の
導入

（近々掲載）



『論点整理』（2025年9⽉25⽇）新たな の方向性
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『論点整理』（2025年9⽉25⽇）

>学びに向かう力、人間性等




